
子宮体がんの診断に大きな役割がある内膜細胞診は、日本がグローバルでその臨床的トレンドをリードしています。
これは、日本の産婦人科医、病理医、細胞検査士の方々が、コンセンサスを取りながら、臨床的なエビデンスを積み上
げられたから、と言われています。ただ、グローバルで内膜細胞診の臨床研究で採用されているThinPrep®は、本邦
ではその有用性が確立されていません。
今回のセミナーでは、ThinPrep®の内膜細胞診における可能性について検討に着手して頂いている、鈴鹿中央総合
病院の矢納研二先生をお迎えし、グローバルな内膜細胞診のトレンドと、ThinPrep®が果たす役割ついて、ご講演を
頂きます。
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